
IV食 物摂取量調査データの処理及び結果の活用について

A 調 査結果の入力について

対象者の記録および確認面接によって調査者が追加 ・修正した調査票の左半分の情報 (例 :

図 1)を もとに、コンピュータ上でデータ処理ができるようにコー ド付けおよび入力がなさ

れなければならない。

図 1 国 民健康 B栄養調査における 「栄養摂取状況調査票」の例 (対象者の記入欄)

この過柱には、大きく2つ の方法ある。 1つ はすでに解説したような 「食品番号表」等の

冊子をもとに、人の手によリコー ド付けを行い、それをもとに数値の入力を業者等に委託す

る方法である。もう1つ は、調査票の左側の記録をもとに、直接コンピュータ上で専用ソフ

ト等を用いてコー ド付けと入力、及びデータチェックを同時に行う方法である。

aコ ー ド付けされたデータの入力を委託する場合

そのまま数値として入力すれば済むようにコー ド付けされたデータを、機械的に入力する

が、その際、入力されたデータファイルの処理 (データチェック、修正、栄養素計算等)が

効率よく行われること、またデータの入カミスを最小に抑えることのための工夫をする老、要

がある。

業者等に委託をする際の 「仕様」として、平成 15年国民健康 。栄養調査における栄養摂取

状況調査票のフォーマットを、
一例として次ページに示す (図2)。

なお、この例では摂取栄養素及び食品群別摂取量の計算を目的としているので、原票に記

載された 「料理名」や 「食品名」等の入力は行つていない。もし、調査の目的として、
“
料理
"

としての分析等が必要な場合には、それらをテキス ト情報として入力する必要がでてくる。
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フェースシー ト

I 世 帯状況

食物摂取状況調査

料理 ・整理番号

食品番号

案分比率 2

票分比率 3

葉分比率 フ

案分比率 8

案分比率 9

(1:朝  21昼  3!夕  4!間 食  5:予 備)

角         1記 入部分のみ入力

入部分のみ入力

入部分のみ入力

入部分のみ入力

入部分のみ入力

入部分のみ入力

入部分のみ入力

ヨの運動量 (歩行数)の データは、納査菜 13ペ ージに示そ
1ページの世帯員番号、氏名と一致 したデータを入力する。

図2 平 成 15年国民健康 コ栄養調査 栄 養摂取状況調査票 入 力仕様
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bコ ンピュータシステムを用いてデータを入力する場合一 「国楽調」を例として

食事調査のデータ処理に特化したコンピュータプログラムを用いて、データを入力しなが

ら同時にコー ド付けを行 う (automated coding)ことにより、全体的な作業の効率化と過誤

の減少等が期待される。独立行政法人国立健康 ・栄養研究所と (株)NTTデ ータにより共

同開発されている 「国楽調」システムにおいては、適切な食品番号を選択するために参照可

能な多くの情報が格納されている (表1)。また、「食品番号」の選択と同様に重要な問題で

ある食品重量の取り扱いについては、目安量 ・重量換算、調理による重量変化についてのデ

ータが格納されている。そして、これらの大量の情報を必要な場面で素早く引き出しながら、

次に示すような手順で食品データの入力を行うことができるようになっている(図3a～3d)。

表 1 「 食品番号Jの 選択及び食品重量の取り扱いにかかわるデータベース (「国楽調 1)

「食品番号」の適切な選択のために
「五訂成分表」の備考情報や、第4章 「資料」における収載食品の説明

食品検索のための分類、
“
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図 3a家 庭でつくられた料斗理
"を
構成する食品の入力画面



その際、

※ 適 切な食品番号を効率よく選択するために、

る検索から (図3c)、対象食品を絞 り込むこ

食品分類から (図 3b)、または食品名によ

とができる。

をど||||||■羊ユ翠
|〔行童平均〕:ヒレ(大P4rを)+とレ(中聖抵)

図3b食 品分類からの食品番号の選択     図 3c名 称検素による食品番号の抽出

※ ま た、食品重量を目安量や廃菜率等から効率よく入力するために、必要な情報に素早く

アクセスすることができ、さらに予想されるレンジを超える食品重量が入力された場合

には、その場で 「警告」のメッセージが伝えられる。

このように適宜その場でチェックをかけながら入力した場合でも、入力内容の再チェック

は不可欠 である。
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図 3d入 力されたデータを原票と突き合わせてチェックするための出力
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585豚肉 くも 】塚肉 (もも脂身つき)
598豚肉 くも 豚内 くもも脂身をし)
591豚肉 (rr】家肉 (H―ス脂,つ き)
582豚肉 くtr,塚内 (じ‐ス脂身なし)
533稼ばら内 '家肉 (ばらは,つき)
594豚ばら内】宏肉 くばら脂身なし)

もも内 1家内 (もも脂身をし)

図 3b食 品分類からの食品番号の選択



c人 の手によるコー ド付けとコンピュータシステムを用いたコー ド付け '入力との比較

このようなコンピュータシステムを用いることにより、「食品番号表」を含めて、これまで
“
紙
"と
して得られる膨大な資料を参照しながらのコー ド付けが、効率よく行 うことができ

ると期待される。また、調査を実際に行った
“
現場
"に
近いところ (理想的には食事調査の

面接を行った調査者本人)で 、調査実施後できるだけ早くデータの入力 ・確認、栄養素量の

計算、結果票の作成 ・チェックを行 うことにより、データの精度の向上が図られるとともに、

対象者への結果返しも素早くできるようになる。

抽出された過誤 21件   910件
うち要修正(A)3件   725件
※調理コードの追加・修正  592件

(6地区)
過誤発生率
A/レコード 0.o06°/。  0.410/6
A /世 帯  0. 0 0 3   0 . 2 2

図4「 システム」使用と未使用(手作業)によるエラー率の違い

このようなことからシステム化のメリットは大きいと思われるが、コンピュータを用いる

とかえつて
“
手間がかかるのではないか ?"と いう心配がある。特に、日常業務としてコン

ピュータ作業に慣れていない場合には、コンピュータを用いることへの心理的な抵抗も少な

くないと思われる。

平成 13年の国民栄養調査では、

22%の 「栄養摂取状況調査」データ

が本システムを用いて各自治体で

入力がなされ、国立健康 ・栄養研究

所に提出された。その場合、旧来の

紙ベースのコー ド化作業と比較し

て、検出された過誤は約 80分の 1

(0.003 vs`0.22/世帯)の頻度であ

り、システム化が精度向上や効率化

に有用であることが確認された(図

4)り 。

そこで、次のように旧来の手作業

(A法 )と コンピュータプログラム

(B法 )で の所要時間の比較を試み

た。すなわち、国民健康 ・栄養調査

(旧国民栄養調査)方 式で実施 され

た調査票のうち、①世帯人数 4名 、

②総料理数 25～35個、③総食品数 50

～60個  の 条件を満足する調査原票

を20世帯分抽出し、ランダムな順序

で割り当てられた20世帯分の調査票

について、Aま たはB法 を交互に用

いてコー ド付け作業を行い、作業に

要した時間を実測するとともに、作

業過程を全て再点検 し、過誤の種類
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および頻度を分析 した。

その結果図 5の ように、最初はB法 に長い時間がかかつていたが、
“
慣れ
"と
ともに4調

平成13年11月実施の調査での調査票及びデータ処理過程  |

道府県、51政令市、23特別区||「システム」使用  未 使 用 |

41地区 (140/。)256地 区

946世帯 (22%)3278世 帯

54,526レコード(24レ6)177,250レ〕―ト

栄養摂取状況調査票+

身体状況調査票
食生活状況調査票
(糖尿病実態調査質問票)

率平均55食品X4224世帯

47都道府県、51政令市、23特別区

1        8       平 均53分

20トーー ギ・一l…中 すヽ一‐…Ⅲ工
:

上____ユ ___J、 _: J____J_1-― ― 」―__と __-1-― 一

図5栄 養摂取状況調査票1世帯分のコード付けに要する時間の推移

(ただし、B法では入力処理も含む)
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表 2 食 物摂取量調査票のコー ド付けとデータ入力に関する
“
システム化

"の
利点 ・欠点

手作業法 コンピュータシステム法

初期費用 安  価 高価 (コンピュータ本体、システ

ム導入費)

必要物品 食品番号表、その他資料、筆記用

具

ヨンピュータ本体、システム、食

品番号表、関連資料

トレーニング 食品番号表全般 (コー ド化作業)

に関 して

食品番号表全般に加えてソフトウ
ェアの操作に関して

作業時間 コー ド付け作業だけを考えるとや

や短い
初期は長くかかるが

“
慣れ
"に
よ

る時間短縮が大きい、データ入

力 ・確認等を含めた時間を考える

と最終的には時間短縮につながる

過誤の頻度 多い 少ない (判断を要しないような明

らかな過誤は極めて少ない)

対象者への結果返

し

別途対応が必要 すぐに対応可能

集団データの集計 別途データ入力、確認、摂取量の

計算、集計が必要

システム内でほとんどの対応が可

合色

査票以降、所用時間はほぼ等 しくなつた。また、
“
明らかな過誤

"に
ついては、A法 では、

B法 よりも 20箇所/30世 帯=0.67箇 所/世 帯ほど、発生頻度が高いことがわかった
り
。

以上のようなことから、従来の手作業法とコンピュータシステム法の特徴を要約する (表2)。

文献

1)吉池信男、他:国 民栄養調査の高度化システムに関する調査研究.独 立行政法人国立健康・

栄養研究所 重点調査研究業務・基盤的研究業務平成 14年度報告書 pp2「D29,2003

2)吉池信男、他:食事調査のためのデータベースの開発およびその評価.平成 11年度厚生科学

研究費補助全国民栄養調査の再構築に関する研究報告書 pp 8-20,2000
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B 調 査票のエラーチエックについて

調査票については、次の 2つ の点から十分な審査を行い、データの精度の向上に努める必

要がある。

①対象者の基本的属性 (ID番 号の管理を含む)

②食物摂取量調査データ

a対 象者の基本的属性 (lD番 号の管理を含む)の チェック

通常、あまり意識されないことであるが、調査データそのものの集計 ,解析以前の問題と

して、対象者の基本属性、すなわち地区番号、世帯番号、世帯員番号 (これらの組み合わせ

により対象者の個人を識別する ID番 号となる)、性、年齢は、どのようなデータにも必須の

情報である。

多くの場合、栄養調査においては、食物摂取量調査以外に、異なる調査票 (記録用紙)を

用いて、身体状況調査及び食生活等の生活習慣に関する質問紙 (アンケー ト)調 査が行われ

る。さらに、血液検査については、検査会社からの報告書や磁気媒体 (フロッピーディスク)

で、検査結果が戻つてくる。このような例では、データの集計を開始する前に、少なくとも

4つ のデータファイル上にある同じ人のデータを横につなぎ合わせる (=マ ージ)こ とが必

要となる。このマージ作業の際に、
“
キー
ル
となるのが ID番 号であり、これが違つていると、

「迷子」のデータが出たり、他人のデータが付いてきたり、あるいは同じ人のデータが重複

して最終的なデータセットに登録されたりするなど、重大な問題が生じる。また、ファイル

間で性や年齢などの不整合が生じると、どの情報を 「信 じるか ?」 という問題が出てくる。

このような ID上 の問題を、特に大規模な調査において事後的にチェックし、解決すること

は、思いの外、極めて大変な作業となる (4, 5種 類以上のファイルとなるとパズルのよう

な世界になる)。

このような事から、調査を実施した
“
現場
"に
おいて、調査者名簿、食物摂取量調査、そ

の他の記録用紙、血液検査の依頼伝票等について、上述した対象者の基本属性に誤記はない

か、不整合は無いかの確認を十分に行 う必要がある。

b食 物摂取量調査データのチェック

これは、単純な○×のアンケー ト調査とは異なり

つ膨大であり、その後のデータ処理 (コー ド付け)

なる。

、もともとの食事に関する情報も複雑か

及びその結果のデータもかなりの分量と

コー ド付けを行 う作業を完全に紙の上で行 う場合でも、コンピュータプログラム (「国楽

調」)を 用いてデータ入力をした場合でも、過誤を 100%防ぐことは不可能である。 しかし、

前節でも述べたようにコンピュータプログラムを用いてコー ド付けをしながらその場で併せ

てデータチェックを行 うと、少なくとも以下の過誤はほとんど防ぐことができる。
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①存在しない食品番号を付けてしまうこと

②食品番号、食品重量、案分比率の抜け落ち

・・・100%防ぐことが可能

・ ・ ・100%防ぐことが可能

③外食の番号に対して 「人前」ではなく 「g」を付けてしまうこと

・・・上限値の警告によりほぼ 100%防ぐことが可能

④
“一般食品

ル
について極端に多い 「g」を付けてしまうこと

・・・上限値の警告により多くの場合防ぐことが可能

ここでは、コー ド付けを行 う作業を紙の上で行つた場合のエラーチェックの方法について

ポイントを整理したい。この場合、調査票の 「紙」の上でのチェックと、パンチ入力したデ
ータをコンピュータ上でチェックする2つの過程が必要となる。

1)調 査票の 「紙」の上でのチェック

丁寧な精査 (エラーチェック)と しては、コー ド付けされたすべての数値を、コー ド付け

を行つた以外の者が、再確認することである。現実的には、「すべて」をくまなく確認するこ

とは困難であり、そこでも見落としが生じる可能性がある。チェックのポイントとしては、実

際の調査で誤りが多くみられ、しかも栄養素計算結果に大きな影響を与えるものに注意をは

らうことである。

例示 1は 、外食で親子丼 1人前 (出来上がり重量 350g)を 摂取していた場合のコー ド付

けについてある。給食番号と外食番号の摂取量は、「人前」で記入しなければならないにも関

わらず、他と混同して摂取重量を記入しているケースが後を絶たない。この例における (誤)

では、親子丼の摂取量を実際の 350倍高く評価してしまうことになる。

親子丼(食品番号 i30232)

1人前

でコード化します !

※ 給食番号と外食番号の摂取量は、「人前」で記入してください !

例示1外 食で親子丼1人前(出来上がり重量350g)を 摂取していた場合のコード化

親子丼 (食品番号 :30232)

350人 前 ???

食べられません !
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例示 2は 、乳酸菌飲料 (殺菌乳製品)〔商品名 :カルピス〕を2 0 0ml摂 取した場合のコ

ー ド付けについてである。食品番号表に示されているカルピスは原液の状態のものであり、

実際には水で 5倍 に希釈して摂取するものである。しかし、対象者の摂取記録をそのまま原

液の容量としてコー ド付けしているケースが多く認められている。また、カルピスの比重は

1.235で あるのに比重をまつたく考慮しないで摂取重量が示されている場合もある。ま

た、中には、平L酸菌飲料 (殺菌乳製品)〔商品名 :カルピス〕(食品番号 :13029)と 平し

酸菌飲料 (乳製品)〔ヤクル ト等の飲料〕(食品番号 :13028)の 区別がまつたく出来て

いなかった調査地区も実際に複数存在した。

※ 乳酸菌飲料(殺菌乳製品)は、通常、原液を5倍に希釈して摂取します。
また、この比重は1.235であり、容量(ml)を重量(宮)に換算する際、ご注意を !

例示2乳 酸菌飲料(殺菌乳製品)〔商品名tカルピス〕を200rnl摂取した場合のコード化

なお、四訂成分表に基づくものであるが、エラーチェックのための基本的な考え方、具体

的な手順、及び留意すべき食品等を検討 したすぐれた研究として、今枝 らの論文
1)を
参照さ

れたい (図6)。

A.形 態別などに記載されている食品で食品コードを1種類に統一

くal>水分や塩分を調整するために、1種類の食品コードに統一(25種類)

(例:「米水稲類」はr米めし」に、「うどん」は「ゆでうどん」に統一。)
くa2>“水煮

"や“
焼き
"な
どの調理形態を表す食品コードを、

“
生
"の
食品ヨードに統一

(171種類)

B.成 分表の注意書きをよく読んでから入力すべき食品
くbl)四訂成分表の備考欄に濃縮倍率が注意書きしてある食品(4種類)

くb2>区別を正確にすべき食品(例:かばちゃ(西洋、日本)、…・)(31種類)

C.摂取頻度が少ないと考えられるので、入力されていたら確認すべき食品
くcl>頻出食品と類似したコードなので、入力されていたら確認する食品(4種類)

くc2>流通機構上、摂取する機会が少ないと考えられる食品(87種類)
くc3)著者らの経験上、摂取頻度が少ないと考えられる食品(499種類)

図6適 切な「食品番号」へのコード付けのための系統的検討
今枝奈保美、他!「秤量法食事記録調査における入力過誤の修正と標準化の方法に関する一考察」(茉養学雑誌 2000)

- 8 0 -

カルピス(原液)200mi
(食品番号を13029)

(200X1235==24ヱ g)

(正)

十

カルピス希釈液  カ ルピス(原液)40mi  水  160mi
200mi   (食 品番号 :13029)(食 品番号 190011)

(494+160=2094o) (40X1235=494g)     (1609)



2)入 カデータのコンピュータ上でのチェック

入力されたデータを一括してコンピュータ上でチェックする場合、比較的単純な仕分けに

より
“
疑わしい

"デ ータのリス トを作成し、それをもとに原票を確認する作業を行 う。すな

わち、前ページの①～④に示した事項について、コンピュータプログラム上で該当するもの

を抽出しリス トを作成する (図7)。「エラーの種類」において、「ゼロ」とは摂取量ないしは

「案分比率」が書かれていないもの、「番号」とは食品番号が存在しないもの、「上限」とは

レンジを超えるもの (多くは、外食、粉末飲料、粉末調味料)、「食番」とは食事番号 (朝・

昼 ・夕 ・間食)の 記載が無いものである。

通 し番

号 (作

業用)

残

食

案

分

９

案

分

８

案

分

７

案

分

６

案

分

５

案

分

４

案

分

３

案

分

２

案

分

１

摂

取
量

調

理

コ
ー

ド

食
事

番
号

一
類
ラ
種
工
の

世
帯
番
号

地
区
番
号

食品名 食品
番号

100048

100271

100388

100411

100471

100474

100517

100865

101038

101222

110553

111752

219848

219849

306851

723400

724419

725889

;」f晨争ず芳場逗ゆ―――――――|;幣1而|千til~ri ii ii
イ戸塁 =を■麹

厨型―■子工_靴:す〒55市〒 6も,■:す i
;|:圭掻3鷲解宗ミキソーつ  :8キ:,占署::;♀ iil i
ラ百6 _Lぽ 子戸ヤ茄ラ所し

~~~ ~~~~5o131  2500 1

寓算ご居::編褒曹現多戸警五ゑ義え::鋼1胡1上1■1:i!!i!li i!
2 1 9  上 限  2サ ント

・
イッチ(8枚切り2枚)   3 0 3 5 1   1 5 0  1

9 , 上限 |_4ピュアココア砥末:務享丘砂酪 し江16o48  5000 0 1 0
225  上 限  4 コ ーヒー飲料               16047   3900 1   0  0  0
64巧  資 専 b覇 確死エル

~~~~~ ― ―
  ィ石6o6   859 1  0 0

34~3 =蔑 華F~ 丁弓爽短頭「打
~~~ ~ ~~ ~~16506   202 0  1  0

1717 上 限 1紅 茶(茶葉)       16043  1500 0 0 1
7望  上 限_生 Jままぐりす田煮 _____-10e09  150 1 0 0 0
6  1  上 限  3マ ヨ
91 5  上 限  3食

10309     150 1   0  0  0

17043     150  2   3

17012      18  1   0  0  0  0  0
730706 1  1

図7 コ ンピュータで検出可能なエラーのチェックリス トの例

また、「調理コー ド」については、
“
生
"で
は食べられることが無い (あるいはきわめて少

ない)食 品における、コー ド付与の頻度を調べることは可能であるが、個々の行についての

確認 ・修正は現実的には難しい。ここまでは、調査票の
“
行ごと
"の
チェックを行つている

訳である。
“
行ごと
"の
チェックと確認 ・修正が終わったら、実際に摂取栄養素の計算等を行い、

一人

当たりの摂取量で極端な値がないかを再度確認する。これについては、「E.結 果の集計 ・解

析方法と結果の読み取り方」を参照されたい。

文献

1)今枝奈保美、他:秤 量法食事記録調査における入力過誤の修正と標準化の方法に関する一考祭,栄養

学雑誌 58(2)16776,2000
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C 栄 養素 ・食品群別摂取量の算出方法

食品番号、食品重量 (使用量―廃棄量 ;また国民健康 ・栄養調査方式では、案分比率)に

ついて、適切にコー ド付けされ、コンピュータに入力されると、それらに基づいて栄養素及

び食品群別摂取量を算出することができる。

a調 理による成分値、重量変化を加味した栄養素量の算出

国民健康 ・栄養調査において

は、さらに調理による栄養素含

量及び重量の変化に関して、効

率的かつ簡便に計算処理がで

きるように、「調理 コー ド」を

設けて、図 8の ような
“
システ

ム
"上
の処理を行っている。

調査票 i

このような計算の基本的な 調 査票 i

考え方 (図9)(特 に重量変化

皇曇名 、千しそば(乾):当じ苫主上夢i:コ ン
調理コード  旦

食品番号  01129

調理コード

食品番号

食品重量

について)に 関しては、渡退に   |

よるすぐれた解説 (栄養学雑誌   |

59;157-169,2001)1)があるの   ・

で参照されたい。

また、重量変化を加味 した 「調理前

重量による調理後成分表」についても、

渡退らの報告がある
2)り
。

食品重量
キゴォと…_ti評 “ 成分値

01130 ‐T…Ⅲ…Ⅲ‐|!|‐1静
11成分値

1 3 0    :         :

卒とをば:ゆで(bl iも6)の成分値とゆでの重量130gを早ャトて栄養七
拳弾 ‐↑早!rl年中すや■‐.  .  ‐   _    T

図8 調理ヨードに対応した栄養素量の算出方法の例

“
口に入る

"状
態により近い栄養素量

=(五 訂成分表の調理後の食品成分値)

X(献 立の食品重量(g))

/100

X(重 量変化率表の重量変化率(°/。))

/100

図9調 理による成分変化を考慮した栄養素量の算出方法

崩 転 圭 鑑 iギ S舞 離 活 L靴 縁 ン til

維 素量(‐成分値‐)を採出する      ― ‐ ‐   ■ ||||
綴 ィと≧歎品志とま品議急途姦議航み抗4・痕十■i品 汽!…

食品名  干 しそば(ゆで):      :

b四 訂成分表から五訂成分表への切り替えによる成分値の変化

栄養摂取量データを解釈するにあたり、過去のデータ等との比較をすることが必要となる

ことがある。例えば、四訂成分表に基づいた結果から健康日本 21計 画の基準値 (ベースラ

イン値)が 策定され、そのフォローアップ (中間評価、最終評価)と して、五訂成分表に基

づいた食事調査が行われるような場合である。食品成分表に関する基本的な考え方としては、

その時点での最新のデータを用いることであり、過去の食事調査データを新しい成分表を用

いて栄養素量を計算したり、逆に現在の食事データを古い成分表を用いて計算するといつた

ことは、「研究的な検討」を除いてはあまり推奨されない。

しかし、それぞれの成分表に基づく栄養素摂取量をより良く解釈するためには、成分表の

切り替わりそのものによってどの程度計算結果がかわるものかを知つておくことが必要であ

ろう。

―
―
―
―
―
―
―
―
＝
１
ｌ
Ｌ
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そこで、筆者らは、1999年の国民栄養調査 (四訂に基づく)の 食物摂取データベース上の

970食品について、

①容易に五訂番号に対応可能な食品(731食品)

②近似した成分値をもつ食品へ置き換える食品 (25食品)

③数種に細分化されている食品から
`優
先性コこ基づいて1食品を選択する食品(130食品)

④国民栄養調査独自の食品番号であり、近似の食品がないため対応させない食品(84食品)、

に分類し、この対応リストに基づき、1999年国民栄養調査データベースから④の食品(全レ

コードの 4.1%)を除外したデータベース (n=12,590)を用い、旧国民栄養調査番号及び五訂

成分表により栄養素量を再計算した (表3)り。

その結果、平均摂取量として、鉄-2.lmg、ビタミンBl-0。 10mg、ビタミンB2~0・ 14mg、

食塩 -0.6gの 変化がみられた

(表4)。

食品群別に詳細を見てみる

と、鉄については緑黄色野菜

(~04 51mg)、魚介類 (-0.50mg)、

肉類 (0.42mg)、その他の野菜

(-0.27mg)での低下が顕著で

あった。食塩については、魚介

類 (0.65g)、 特 に 塩 蔵 品

(-0.43g)、 し ょうゆ(0,09g)、

たくあん ・その他のつけもの

(-0.08g)での変化が比較的大き

表4食 品成分表の違いによるエネルギー及び主な栄養素の平均摂取量の変化

千盤鮪 1負ぽ炉 増心母‐母先距警ⅢⅢ々孟ダ|
すべての食品(A)
④を除外
4訂で計算

/θび/

1900

/ap

755

びアフ      2び θ

557       260

万

　

６０

Ｊ
一　

５

…壷Iで乱隻ャ……
△(5言T-4訂 )

(品由||  (品 止) 橋きPr▼窓苫?食坪8事景
すべての食品(A)
0を藤ポ ~~

/々    /郷

134      118

/ 2び

1 1 9

エネルギー

(図 10a,10b, 10c)。

也実類

い も

p清 類

箕子類

拍指類

採 実類

線責色 野菜

その他の 野集

きのこ類

海 藻類

覇味嗜将 飲料

魚分類

!肉 頬

i果 実類

撮黄色野菜

その他の

とのこ額

1海 藻類

調味佑好飲料

1魚 介類

1 肉 類

‐
Ｌ
　
６一

工  _   _ L

-4   -2 0     2     4     6  - 0 4  - 0 2   0   0 2   0 4   0 6   0 8

(kcal)                                      (g)

図 10a食 品群別にみた栄養素等量の変化 (△=5訂 -4訂 )

4訂 で計算

脂 質

ガち,チカtO,ら嫁カー0.3

1  般 類

1種 実類

| いも類

砂

某 子

夕を、4'!彫十Z″
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カルシウム
穀類

種実類

い も

1  砂特窺

1楽 手短

油脂類

1 豆 類

i 果秦

(m g )

図 10b食 品群別にみた栄養素等量の変化

下f丁=コ

-12 -10 -3 -6  -4 -2  0   2   4   6   8  10    -1

J
0 . 5

- 0 . 5        0
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(△=5訂 -4訂 )

ビタミンC
1殿類
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いも類

砂靖類

葉!子類

油横類

淳類
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1  辞 窺

1 種 実窺

|  い も類

1 砂 籍類

1 菓 子窺
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緑☆色野案

その他

| きのこ頬

1 海 藻類

調味暗好

ー

|
内類

卵類

_上_ t__二___1__ユ 室
-12 -10  -8  -6  -4  古

2   0   2   4 6  ~07 -06 -05 -04 -03 -02 -01  0  01  o2

(mg) ( g )

図 10c食 品群別にみた栄養素等量の変化 (△=5訂 -4訂 )
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表3食 品成分表の変更に伴う栄養素摂取量計算値の変化(食品群別検討)

敗類
米類

78848 79217  ユ び夕   1705  1647  -aあ ,   485  471 -`78848 79217  ユ び夕   1705  1647  -aあ ,   485  471 -ひ ′″  16257 16398  ア イθ   3009  3842  ユ サク
57055 57096  2イ ア    1090  980  -′ ′ア    209  145 -″ び4   12150 12366  2′ び    965  817  -7イ 』
S6243  55261    27フ     10745   9640  -ア ′θ    2066  1425  -ひ び,    11975  12185   2′ θ      949   791   -′ jJ
770   792   aク 2    o148  0 147   aι ワ    0 028  0 024   aι り     166   172   2ク び     014   024   ,′ ′
042   042   a″     0 009  o oo8  a切    0 002 o oo2  ,ク '    0 09   0 10  2θ ρ    0 03   0 02  -aθ ブ
21360 2!696   サ θび     602   654   aび 夕    272  320  ,″ ′    4020  3949  -′ ′フ    2034  3015   2♂ ′
2420  2420   2ク θ    0541  0 541   2 θ θ    0 112  0 112  ,″      498   498   ″ θθ     1 51   1 50  -2ク ′
9 0 8 4   9 3 0 1    夕 ′7    2 8 3 0   3 2 1 9   2′ ク   1 4 5 6  1 7 3 4   , 2コ    1 6 6 0   1 6 1 0   - 2」 θ    l 1  6 9   1 0  1 3   -′j′
1 4 0 9   1 5 2 1    ′ ′2     0 2 8 5   0 4 2 3    aフ イ   o 1 7 5   0 4 1 4   2ノ ツ    2 8 4    2 4 5   - 2″ θ     2 2 0    2 5 5    , J j
5289   5321    aサ フ     1 493   1 495   θ  θθ    0 276  0 241  -θ ひマ     10S5   107ヽ    θ ′J      321    3 51   2Jθ
1 5 0 4   ! 4 9 4   - a 2 夕   o 1 8 5   0  4 8 1   2  θθ   0  0 8 5  0  0 7 8  - ″ク′    2 9 1   2 9 1   2 2 2     0 7 6   0 7 1   - 2  θ J
1654   1639  -2′ σ    0385  0382   'θ θ    0 619  0 624  ,θ θ     2 30   2 31   a2′      096  1175  ′ aアク
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‐~…………………………………
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1324  1127   ア クイ    0 127  0 128   a θ θ   0 02t  0 021  2θ θ    3 16   3 41   ,ソ マ     332   408   ,ア ′
2350  2320  -θ J′    0610  0488  -a′ 2    0o61  003,  一 ″θP     5 25   5 37   α /夕     153   092  -2● /
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c食 品の分類 (食品群の設定)と 食品群別摂取量について

1)国民健康 ,栄養調査における食品分類

(a)大 分類 :五訂成分表における

「調理加工食品」以外の 17食 品群

となつている。これまでの国民栄養

調査において、「緑黄色野菜」、「そ

の他の野菜」と区分されていた分類

が、「野菜類」に統一された。
一方、

「調味 ・嗜好飲料」で同食品群とし

て扱われていたものは、「嗜好飲料

類」、「調味料及び香辛料類」として

区分されている(表5)。

(b)中分類 :次に栄養指導上の必要

性等が考慮され、この 17食 品群は 33の 中分類に区分されている (表6)。 「穀類」における

「米」「/J麦ヽ」「その他の穀類」、「野菜類」における 「緑黄色野菜」、「その他の野菜」、「野菜

ジュース」、「漬物」がこれにあたる。

(c)小 分類 :平成 14年国民栄養調査では、過去の国民栄養調査との整合性や、各食品の加工

形態の違い、食品中の化学物質の暴露評価等における必要性を考慮して、合計 98の 小分類が

設けられていた。さらに、平成 15年国民健康 ・栄養調査からは新たに調査対象として加えら

れた 「特定保健用食品及び栄養素等調整食品等」が/J分ヽ類としても区分される (表6)。

2)国 民健康 ・栄養調査の食品分類において留意すべき事項

①穀類 :五訂成分表では 「菓子類」に分類されている 「菓子パン類」は、現在の日本人の食

生活では主食として食べられていることが多いことから、「穀類」に小分類として加えられて

いる (従来と同じ整理)。

②野菜類 :従来の 「緑黄色野菜」「その他の野菜」という分類は、「野菜類」として統一され

て大分類となった。また、栄養指導上の観点から、「緑黄色野菜」、「その他の野菜」、「野菜ジ

ュース」、「漬け物」といった中分類が設けられている。また、五訂成分表においては、梅干

し、ピクルス等は果実類に分類されているが、一般的には 「漬け物」として認識されること

が多いことなどから、「漬け物」に分類されている。さらに、これまで 「穀類」に区分されて

いたスイー トコーンについては、五訂成分表との整合性から 「その他の野菜類」に分類され

るようになった。

③果実類 :新たに 「生果類」、「ジャム類」、「果汁 ・果汁飲料」という分類が設けられた。特

に、「ジャム類」はこれまで 「砂糖類」に分類されていたが、五訂成分表との整合性や低糖製

品が多く市場に流通するようになったことなどから、『果物』としての意味合いがつよくなっ

たと考えられ、「果実類」に分類されるようになった。

1日 (～ 平 成 1 2年 , 新 (平 成 1 5年 ～

穀類 穀 類

しヽ や、狛 しヽ や、導

砂糖類 秒溝 ・甘咲料類

こ 類 豆 類

種実類 種実類

緑黄色野菜
野ヌ炉

そのなれの留7繁

果 実 類 果 空 類

まの r狛 まのこ類
海 登 海 藻 類

魚介類 魚介指

肉類 肉 類

,再挙百 卵類

字と奏貢 影11類

油 脂 憑 油月旨類

葉子類 莫子類

調味 ・嗜好飲料
嗜 好 飲 料 塩

謝 味 料 ・春 子 料 垣

そ の 和 の 合 得

件 十 保 伸 用 合 押1 円 び 栄 き ま 諦 f _ t t t  P i 生
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④嗜好飲料類 :従来、「調味 ・嗜好飲料」として設定されていたが、「嗜好飲料類」として独

立の分類となった。また、栄養指導上の観点から、「アルコール飲料」、「その他の嗜好飲料」

という中分類が設けられている。

⑤調味料 ・香辛料 :従来、「調味 ・嗜好飲料」として設定されていたが、「調味料 ・香辛料」

という独立した大分類が設けられた。また、これまで 「豆類」に区分されていた 「味噌」に

ついては、「調味料」の 「味噌類」として小分類が設けられた。同様に 「泊脂類」に分類され

ていた 「マヨネーズ類」も 「調味料」に区分されるようになった。

3)食 品群別摂取量の算出

国民健康 ・栄養調査方式においては、原則的には、食品重量については
“
口に入る段階の

重量
ル
として把握されるようになった。ただし、生と調理をするものが混在する食品群など

については、調理前の重量 (すなわち
“
生
")と
して表されている。

①穀類 :「米」はすべて 「めし」として重量換算されている。まためん類、「ビーフン」につ

いては、ゆでた後の重量に換算されている。

②いも類 :調理を行ったものも、すべて調理前の重量とされている。ただし、「はるさめ」に

ついては、ゆでた後の重量に換算されている。

③豆類 :調理を行つたものも、すべて調理前の重量とされている。ただし、「凍り豆腐」につ

いては、水戻し後の重量に変換されている。

④野菜類 :調理を行ったものも、すべて調理前の重量に換算されている。「切 り干し大根」に

ついては、水戻し後の重量に変換されている。

⑤魚介類、肉類 :調理をおこなったものについても、すべて調理前の重量に換算されている。

⑥海草類 :「干しワカメ」、「ひじき」等の乾物については、水戻し後の重量に換算されている。

⑦嗜好飲料類 :粉末飲料 (例 :インスタントコーヒー2g)と 液体重量 (例 :缶コーヒー190g)

とをあわせて、「2g+190g=192g」 とならないよう、希釈して飲む飲料やインスタントコー

ヒー等については出来上がりの重量を把握することとなっており、希釈した水を加えた量と

なっている。

4)動 物性食品と植4/m性食品の区分
“
動物性食品

"あ
るいは
“
植物性食品

"と
い う分類方法は広 く用いられているが、その定

義は明確ではない。国民健康 ・栄養調査では、表 4に 示されるように、小分類毎に、動物性 ・

植物性の食品区分がなされている (表6)。
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アルコール飲料

その他の時好飲料
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D栄 養所要量 (食事摂取基準)に よる評価について

食物摂取量調査によつて得られたエネルギーや栄養素摂取量を個人あるいは集団レベルで

評価するためには、栄養所要量を正しく用いる必要がある。第 6次 改定から、「食事摂取基準」

(DRIs:Dietary Reference lntakes)と して、従来の 「所要量」 (RDA:RecoIIlmended

Dietary Allowance)に加え、「平均必要量」 (EAR:Estimated Average Requirement)及

び 「許容上限摂取量」(U L iUpper level)が
一部の栄養素について示されるようになった。

また、従来からの栄養欠乏を予防する目的に加えて、生活習慣病の予防についても考慮され

るようになった。このような新 しい考え方に基づく食事摂取基準を食事調査データにどのよ

うに適用するかについて、ポイン トを整理したい。

a基 本情報の把握

対象者に対 して栄養所要量を適用するためには、年齢、性別、生活活動強度、妊娠 ・授乳の

別などの基本情報の把握が必要である。鉄については、「閉経」に関する情報も必要であるが、

国民健康 ・栄養調査等ではそこまでの把握をしていない場合が多い。また、授乳婦に対する

鉄の付加量 (+8mg)は 「分娩後 6ヶ 月間」とされてお り、分娩後の経過月数を把握するため

に、平成 15年の国民健康 ・栄養調査においては、下記のように妊娠 ・授乳の区分が細分化さ

れた。なお、一般に 「①ヶ月」といつた場合、「満」と 「かぞえ」とで混乱することがあるの

で、図 1の 「※ 1 分 娩後の区分」のような整理がされている。

妊娠の週数については、妊娠の時期によリエネルギーや各種栄養素の必要量が異なるとと

もに、悪阻が起こる時期では食事量や内容も大きくかわってくるので基本情報としておさえ

ておきたい。

また、職業については、国民健康 ・栄養調査では、幼児や学生も含めて 01～ 21の コー

ドで分類しているが、それ自体は生活活動強度の判定には用いていない。しかし、調査者が

生活活動強度の判断を下す際には、重要な情報となっている。

※1 分 娩後の区分

7か 月以降

分娩後満6か月未満(180日 以内)____J>|く 4-分 娩後満
6か月以上(181日 以降)―Jト

図1 国 民健康口栄養調査における栄養所要量適用のための基本属性の把握

2.  It    名

3. .Mi  丹||
4 ,生 年 月 日 5,妊 娠 ・授乳

※ 1分 娩後の区分 参 照

6.仕 事の

種類

1 明治
日召示口

年

う
０

□舶印口‐‐‐呻

1妊 娠 し車 □ 週

2分 擁後満 6か 月末満で現 :々媛乳 している

3分 娩後満 6か 月末湖で現れ:授学としていなt

4分 娩後満 6か 月以上で現在援乳している1り)2女
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7 日 常

速歩時間

生 活

可
府 動 強  度

筋運動状況

乎

雑

査

　

※

調

可
―歩いた時間

1  2時 間未満

2 2時 間～4日寺間未満

3 4時 間～7時間未満

4 7時 間以上

1  1時 間未満

2  1時 間～2 8寺間未満

3  2時 間以上

1 激 しい運動または

術労倒1を1時 間以士 した

2 そ の他

図2 国 民健康 口栄養調査における栄養所要量適用のための生活活動強度

表1 生 活活動強度判定のための日常生活内容の目安表
国民健康 ・栄養調

査においては、図 2

から 「歩いた時間」

「速歩時間」「筋運動

状況」に関して大ま

かな把握をして、表

1の ような目安で I

～Ⅳの生活活動強度

の判定を行つている。

生活活動強度

2

(やや低い)

3

(適度)

4

(高い)

日常生活の内容

散歩、買い物など比較的ゆつくりした 1時間程度の歩行のほか、大部分は、

座位での読書、勉強をしている場合

通勤、仕事などで2～3時間程度の歩行や乗車、接客、家事等立位での

業務が比較的多いほか、大部分は座位での事務、談話などをしている場合

上記 「2(や や低い)」のものが 1日 1時間程度は、速歩やサイクリング

など比較的強い身体活動を行っている場合や、大部分は立位での作業だが

1時間程度は農作業、漁業などの比較的強い作業に従事している場合

上記 「3(適 度)」以上のもの

01時 間程度激しい トレーニングをしている

O木 材の運搬、農繁期の農耕作業等

このような目安に従つて判定された生活活動強度の分布について、平成 13年国民栄養調査

におけるデータを図3に示す。

40-49歳[■■花ナ|1亘=■もェ
ー
    :J

50-59歳

 再

1理 手

ヨlII:
[ _ _   _   _  1 _ _   _ _

0         20 40         60         80

図3 平 成 13年 (2001年 )における国民栄養調査による年齢階級別生活活動強度の分布

70歳 以上
 [

-91-



b食 事摂取基準 (DRIs)に おける基本的な考え方

最も重要なことは、「41a人の老、要量」には
“バラツキ

"(=個
人差)が あり、一人一人の正確

な値は
“
わからない

わ
ということである。そのために、限られた人々を対象として行われた

実験データから、「必要量」の

平均値とバラツキを推定して、

図4の ような
“
確率曲線

"を
仮

定する。そして、ある個人の習

慣的な摂取量に対して、不足す

なわち
“
必要量を満たさない確

率
"を
示す。すなわら、摂取量

=EARで あれば確率 50%で、

摂取量=RDAで あれば確率

23%で 「不足」ということにな

る。

これから明らかなように、摂

たんぱく質摂取量と、必要量を満たさない確率との関係

EARとRDAとの関係(たんぱく質を例にとって)

「不足」だ と判断す ることは誤 りであ り、従来

DA× 100%)は、解釈が難しい指標であること

必

要 0 7
貴

を86
活
た05
さ
な04

確0 3

率

平均必要量にAR) 栄 養所要量(RDA)

| ―

― ― ― ―

トーー

匿 :==
|

図 4

取量がRDAを 若干下回るからといって、即

から用いられてきた 「充足率」(=摂 取量/R

がわかる。そこで、

① EARと RDAが 明示されている栄養素

については、EARの 値を適切に活用し

て、個人及び集団の摂取量の評価を行 う。

② EARが 不明で、RDAが 摂取実態等を

踏まえて出されてきた栄養素については、

仕方が無いので、RDAの 値を目安とし

て摂取量を評価する。

③ エネルギーについては、RDAの 値三
“
必

要量
ル
でぁるので、RDAと の比較で摂

取量を評価する。

しかし、残念ながら第六次改定では、表 2

のようにEARが 設定されている栄養素は

一部である。

上記のうち、②、③については、当面は「充

足率」(=摂 取量/RDA× 100%)的 に評価

をすることになるだろう。そこで、①につい

ての評価の考え方や方法を以下に示す。

注)0は
“
RDA"と して数値が示されているが、策定の根拠からは

AI(Adequate lntake)と考えられるもの

△は
“
摂取目標量

"と
して示されているもの

□は最終的な数値は示されていないが、本文中に値が収載されている

本文中に値が収載されているもの

習慣的なたんぱく貿擬取量(すkg′日)

X

( n - 3 n - 6 )

炭水化物

ナトリウム
カリウム
カルシウム
マグネシウム

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
　
Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
　
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
〇

一Ｏ
　
Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
　
Ｏ

△
●
●
○
○
●
○
●

一０
●
●
●

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
●
●

□
○
○
　
○

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

リン
鉄
亜鉛
銅

ビタミンA
ビタミンD
ビタミンE
ビタミンK
ビタミンBl

ビタミンB2

ナイアシン
ビタミンB6

ビタミンB12

葉酸
パントテン
ビタミンC

食物繊維

表2日 本と米国ロカナゲにおける食事摂取基準(DRIs)の比較
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c個 人レベルでの栄養素等摂取量データの解釈

bで 述べたことから、EARが 示されてい

る栄養素については、いわゆる 「充足率」的

に個人の栄養素等摂取量を評価 ・判定するこ

とは適切でない。すなわち、従来から良く用

いられている右のような折傘グラフは
“
よろ

しくない
"と
い うことになる。それでは、代

わつてどのように栄養素摂取の不足 ・充足を

対象者に伝えれば良いだろうか。

EARが 示 されていない栄養素の方が多い

ために、実際にはわかりやすくしかも理論的に

正 しくデータを表現することはかなりむずかし

ヒ
`,ミ
ンB

図5 い わゆる
“
充足率
"

栄養素等摂取量の
“
好まし

的な考え方に基づく

くない
"表
し方

いのであるが、筆者らは暫定的に下記のような表現方法をとっている。

(28歳 女性(妊婦、授乳婦でない)の場合)

■ 芳志挿 午 乱キ
並 姪 廷 顛 正 型

1窒
亜 亜 宣(適

“
麺
蒋
喧

liど難1+μ烏!拝―――竿――――¬=屯F=エトと

| ぎ慕努;li「子だ「―十一―堺___ 200        1       180      1

t  ,イミイ早上生_ |_μ 壁_― ___  2.0

|・:多勢‐J:      ‐=争|:1‐|=鉢:!:一

                  |

:慾     士
=上 士 由

__1鯉 _____止 _ 聾 確___J
を推定される量を示しています。

しかし、いくつかの栄養素についてはまだ設定されていません。
※2ほ
とんどの人が之、要な量を満たすと推定される量を示しています。
(参考:第六次改定日本人の栄養所要量)

☆不足している 養素はありませんか ?

摂取量

下
‐
ネ足ふ″ふ品されます

｀
う

汽
.              |         ナ

図6 EARと RDAを 併記した栄養素摂取量の表し方 (例)

ただし、国民健康 ・栄養調査をはじめ、多くの大規模集団を対象とした調査では、 1日 ない

しは数日の食事 しか把握 していないので、個人内の変動を十分に考慮して、短期間の食事デ
ータを評価することが必要である。

エネルキ
・―

-93-



d集 団レベルでの栄養素等摂取量データの解釈

集団レベルでの栄養素等摂取量の評価においても、従来から、集団における所要量の平均値

と摂取量の平均値との比をもつて、「充足率」を指標としてきた (図7中 の③■②×100%)。

しかし、上述の理由からこのような指標は望ましいものでは無いことがわかる。

集団における
“
習慣的

な摂取量
"の
分布に関

す るデータが得 られ

る場合には、 EAR

を基準 (Cut―Point)

として、
“
不足者
"の

害1合を推定 (図 7の

④)す る方法が比較的

簡便で、理論的な整合

性 もとれていると考

えられている。

摂取量

④ EAR以下の者の割含

図7必 要量の分布と摂取量の分布からみた
“
不足者
"の
割合の評価

C)EAR

帥
　
腕

の自臣

伽……‥（②ＲＤＡ

このよ

～98%)

というこ

うな考え方に立つと、
“
集団としての摂取目標量

"は
、集団に属するほとんどの人 (97

が不足に陥らないという状況を意味することとして、

(摂取量の平均値)-2× (摂取量の標準偏差)= 平 均必要量

とになる (図8)。

成人1000人の集団において、
たんぱく質摂取量が必要量を満たしていない人の割合
1

0 9

0 8

0 7

0 6

0 5

0 4

0 3

0 2

01

0

十
~~~~~― ――― ―

¬

|    ＼

J

03   04   05   06   07   08   09    1    1 1   1 2   1 3   1 4   1 5   1 6   1 7   1 8   1 9    2

習慣的なたんぱく質摂取量( g / k g /日)

図8集 団としての
“
摂取目標

"の
設定の考え方

―

― ― 一 0子 堂坦二埜二標準偏差=平 均坐受塾 の場合

弓 平均必要量
「巧凍要量を満たしていない人

必

要

■

を

満

た

さ

な

い

確

率

|。満たしている人     |

35

30

25

20

15

10

5

0

人

数

（
人

）

栄表所要量

摂取工の平均値 -2X標 準偏差
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これ らの新 しい考え方を踏まえて、平成 13年の国民栄養調査から 「国民栄養の現状」の中

で、EARが 示されている栄養素について EAR Cut Point法に基づく集団としての評価がで

きるよう、食事摂取基準における性 ・年齢区分毎に従つて、摂取量の分布がパーセンタイル

として示されるようになった (表3)。

表3性 ・年齢階級別及び妊婦・授乳 における葉酸の摂取量分布 (パーセンタイル)
ミ_

95%
男 性0192歳  60 70  300  122 1559 68811■ 煎鵡|
男 性 0305歳   70 80 400  197 1841 8991

男 性 0603歳   90 110 500  226 2251 930■ |

男 性0 0 1 1歳 Ⅲ2 0 1 4 0  6 0 0  2 1 2 2 7 3 4  9 9 7■
男 性 2ヽヽ4歳  150 100 800  230 3149 1482 1

男 性 1517歳   170 200 900  231 3156 1880子

男 性 1 8 2 9歳 1 7 0 2 0 0 1 0 0 0  7 1 4 2 7 9 5 1 6 5 7■
男 性 3049歳   170 200 1000  1500 30,2 1698■
男 性 5069歳   170 200 1000  1734 3821 18321

女 性 0102歳   60 70 300  138 1391 730

女 性 03-05歳   70 80 400  199 1787 7041!

女 性 0600歳   90 H0 500  215 2211 828

女 性 0911最   120 140  600  199 2594 982

860

834

1343

1750

1755

ユ車騨ユ
|■■■韓●
1992

1444

171 2

1

2144
2480
301 0
2865
2540
2824
3543

127 5

171 0

2076

2484

261 7

252 1

2410

26を9

855 1

2263

2667

331 3

3540

3673

3287

3626

4585

311 5

3334

3263

3239

345 1

4588

2888
338 1
3860
4658
4499
4528
4747
5892

375 1

4136

391 F

4104

4268

5↑08

242

4254

4954

3509

3809

4357

5348

5164

51‐25

5592

698 7

7 4

3158

1722

3828

5121

4576

5144

952 1

1025 1

9793

9323

9979

4130

4539

4

8

女 性 Hか 14歳  150 180 300  230 2803 1039

女 性 1517歳   170 200 900  209 2691 1379

―船
||

雛

1599      191 9

1784      207 4

1 9 7 9 1 1 ■ 1 8 7 8

締||11881:
1947      2608

7

院ｍｉ巾！！Ｗ碑！距

4106

4739

4638

5096

4935

658 1

女 性 Ⅲ829歳   ヽ 70 200 1000  764 2630 1422

女 性 3049歳   170 200 1000  1635 2814 1378

女 性 5069歳   170 200 1000  1945 3742 1751

女 性 捜乳婦( L )  ■ 8 0 1 0 0 0  8 0 3 0 2 9 1 4 0 9

女 性 ( P ■L )        1 2 8 2 9 3 6 1 3 4 9

女 性 全年齢            6 5 0 1  3 0 6 7  1 5 9 9
女 性 全年輪十P / L

4 4

5098

501 5

5088
5566

744

3746

3787 5799
7

表 3で は、EARを 基準として、 1日 の摂取量がそれ以下の者の大まかな割合が一覧でき

るように
“
棒グラフ様

)に
色づけをしている。また、性 ・年齢階級ごとの摂取量の分布の変

化と、EAR、 RDA、 ULと の関係を一つのグラフ上で、図 9の ように示すことができる。

ただし、摂取量が 1日だけの調査によるものであることに留意が必要である。

キモ呉鶏鶏辞や

図9葉 酸摂取量の性・年齢階級別分布(パーセンタイル値)と
食事摂取基準(EAR、RDA、UL)との関係 (平成13年国民栄養調査)

106 1

1605

14ユ2
■!|

■■■
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結果の集計 ・解析方法と結果の読み取り方

基本統計量を用いたエラーチエック

調査票の紙の上でのチェック、及び入カデータのコンピュータ上でのチェックという二段階

のチェックを経て、調査対象者一人一人の栄養素等の量が算出された。この段階でまず行っ

てほしいのが、表計算ソフ トや統計ソフトを用いて集計した基本統計量を用いたエラーチェ

ックである。基本統計量として、集計数 (性別、地区別等)と 各栄養素等の量の最大値 ・最

小値を求めて、1)人数の確認と2)レンジチェックを行 う。両方とも簡単なチェック法ではあ

るが、エラーの発見に有用である。

1)人 数の確認

最も基本的なこととして、調査の段階で把握された調査対象者の人数と、磁気データ化さ

れた調査対象者の人数が一致しているかどうかを照合する。この際、調査対象者の人数が、

性別、地区 (保健所)別 等に把lPtできていれば、その区分別に確認する。ある対象者のデー

タが入力されていなかつたり、複数回入力されていたり、性が異なつて入力されていたり等

のエラーを発見することがある。

2)レ ンジチェック

チェックする栄養素について一定の基準 (妥当と考えられるレンジ)を あらかじめ設定し

ておき、各栄養素等の量の最小値と最大値がそのレンジ内に含まれているかどうかを確認す

る。妥当と考えられるレンジより小さい、または大きい数値が存在する場合には、調査票に

戻つて再度データを確認する。

レンジチェックにより、調査票原票の目視や、データ入力時に発見できなかった、食品番

号の付け間違い、食湿】重量の桁違い等のエラーを発見することがある。エラーを発見した場

合には入力したデータを訂正し、再度栄養素等の量を算出する。またエラーの内容は随時記

録し、今後のエラーの減少に活用していきたい。

表 1に チェックに用いるレンジの参考例を示した。ただし、このレンジ内であってもエラ

ーがある可能性は否定できないし、このレンジ外であってもエラーではない可能性も当然あ

り得るため、エラーを少なくするための一手段と位置付ける必要がある。

表1 レンジチェックの基準値の一例

考慮していない)
* 1日 のうち2回欠食がある場合には、鉄等でレンジ以下の値をとることが多い

来蚕素等 参考データ:国民来養調査
(1995-99年 )

レンジ

0.5パ ーセンタイルイ直-99.5パ ーセンタイル4直
総エネルギー (kcal) 673--4056 500--5000

脂質 (宮) 9--147 10--150

鉄 (mg) 3.0-30.9 3--30

食塩 (宮) 2.9--36.3 3--40

ビタミンC(m宮) 6.6--607 5-500

* の ら し と栄養素等の量をチェックする場合(いわゆるサ メントからの摂取|
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b基 本統計量の算出、単純集計

集計値を用いた基本的なエラーチェックが終わつたら、さらに、基本統計量として、平均値、

標準偏差、パーセンタイル値 (5、10、25、50、75、90、95パ ーセンタイル等)等 を求める

ことが勧められる (aと 同時に行つても良い)。50パ ーセンタイル値が中央値であり、その

集回の中で真ん中に位置する人の値である。栄養素等摂取量、食品摂取量の分布は正規分布

しないことが多いため、パーセンタイル値が参考になることも多い。

ただし、国民健康 ・栄養調査のような 1日の調査で、パーセンタイル値を解釈する際には

注意が老、要である。例えばカルシウム摂取量の中央値が 600mgであつたとしても、「対象者の

半数のカルシウム摂取量が 600mg未満で不足している」とは結論づけられない。目的とする

栄養素等により異なるが、通常栄養素等摂取量の分布の幅はより長期間の調査で狭くなる傾

向にある。前述した坪野らの調査では、「カルシウム摂取量が 600mg未満の者」は 3日 間の記

録調査で 43%、 9日 間の記録調査で 36%で あった。1日 の調査で得られる結果を解釈する際

には、 1日 の調査である限界を考慮する必要がある。

基本統計量を求めると、その集団全体における栄養素等摂取量、食品摂取量の概要が把握

される。次に、性別、性 ・年齢階級別等の階層別の集計を行 う。地域保健の場では、保健所

別や地域別の集計も有用なことが多い。しかし、性、年齢、地域等の階層別に評価すること

を目的としたサンプリングを行つておらず、対象者数が十分でない時には、階層別の結果に

ついては慎重に解釈する必要がある。

c 関 連要因に関する検討

基本集計が終了したら、栄養素摂取量等と関連要因に関する検討を行 うことが勧められる。

これにより、地域保健に役立つ情報が得られることがある。ただし、関連要因に関する検討

(例えば、クロス集計や、要因別の平均値の比較等)を 行う際には、性、年齢等の影響を常

に考慮する必要がある。

例えば、血圧と食塩摂取量の関連を検討する場合を考える。まず、図 1に示すような性 ・

血圧レベル別の食塩摂取量の平均値が求められたとする。図 1をみると血圧が正常の者に比

べ、高血圧の者では食塩摂取量が多いことがわかる。 しかし、高血圧は 50歳代以上に多く、

この年齢の者は食塩摂取量が多い傾向にあるかもしれない。このような場合は、基本的には

性 ・年齢階級 ・血圧レベル別の食塩摂取量の平均値を求めると良い。 しかし、各階級の対象

15.5        15.0

14.Z        ン ンンタ13.0    ン ンン 13.2
iZ.4

正常 境界域 高血圧
図1性 ・血圧レベル別食塩摂取量の平均値
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図1から抜粋

もし、正常群と高血圧群の年齢構成が異なっていたら (平均年齢が大きく異なつていたら)

どうであろうか。

正常□ 高血圧囲
食
塩
摂
取
量
官
）

1 6 . 0

1 5 . 5

1 5 0

1 4 . 5

1 4 . 0

1 3 . 5

1 3 . 0

正常

人数   100人

平均年齢 40歳

平均食塩摂取量

1 6 0

1 5 5

1 5 0

1 4 5

1 4 . 0

1 3 . 5

1 3 . 0

高血圧

100人

60歳

30お最 40歳 50歳 60歳

30歳 40歳 50歳 60歳 70歳

正常 40人 30人 20人 10人 0人

高血圧 0人 1 0人 20人 30人 40人

142g    15,Og

図2血 圧レベル別、年齢階級別食塩摂取量の平均値と、年齢階級別高血圧者の状況

(単純化のために、図1のうち男性の血圧正常者と高血圧者のみを示したもの)

図 2の左図は、図 1か ら男性の血圧正常群と高血圧群を抜粋して示したものである。正常

群 100人の平均食塩摂取量が 14.2g、平均年齢が 40歳であり、高血圧群 100人の平均食塩

摂取量が 15.Og、平均年齢が 60歳 であった。これを年齢別にグラフにしてみると、図2の

右図及び表のように、食塩摂取量は正常群でも高血圧群でも 30歳 で 13.8g(高血圧群は 30

歳 0人 )、40歳で 14,2g、50歳で 14,6g、60歳で 15.Og、70歳で 15.4g(正常群は 70歳 0人 )

であり、また、高血圧者の害1合はそれぞれ 0%、 25%、50%、75%、100%で あつたとすると、

図 1(ま たは、これを抜粋した図 2の左図)で 見られた血圧レベルと食塩摂取量との関連は

「(年齢により交絡された)見 かけの関連」であったことがわかる。

ここで示した例のように、関連要因に関する検討を行 う際には、少なくとも性、年齢の関

わりを常に考慮する必要がある。これはクロス集計を行 う際も同様である。統計処理の進め

方、エクセルを用いた集計の進め方については、成書を参照していただきたい。

なお、年齢を考慮しても、高血圧群の方が食塩摂取量が多い、というような結果が得られ

た場合、この集団では血圧が高くても高血圧と自党していない者が多い (よつて、減塩の努

力をしていない)、この地域では高血圧者に対する減塩教育が浸透していない (指導者は減塩

教育を実践しているが、肝心の住民まで届いておらずそれを実践している者が少ない)、ある

いは地域における指導的立場の者が高血圧者に対する減塩教育の必要性を認めておらず、減

塩指導を実践していない、等の色々な状況が推測される。高血圧者に対する減塩指導が徹底

している地域では、むしろ高血圧者の方が食塩摂取量が少ない、という状況も起こり得る (因

果の逆転)。
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F 調 査対象者、参加地区への結果の返し方について

a調 査対象者への結果返却の現状

都道府県等で行われる栄養調査において、血液検査や食物摂取量調査から評価される栄養素

摂取量等の結果は、多くの場合調査対象者に返却されている。平成 9～13年に実施された都

道府県栄養調査のうち、「栄養価計算を行つている」と回答した 37都道府県のうち 32都道府

県で、結果が対象者に返却されていた。結果の内容としては、地域全体の集計が 10都道府県、

個人の診断票が 29都道府県であり、結果の返却方法としては、郵送等により印刷した結果を

配布しているのが 24都道府県、個人を対象とした結果説明会を開催 しているのが9都道府県、

集団を対象とした結果説明会を開催しているのが 18都道府県、その他が 7都道府県であつた

(重複回答あり)。

少数の個人を対象とした調査と異なり、都道府県栄養調査のような大規模調査において、
一度に多人数の調査票をコー ド付けし、栄養素等摂取量を計算し、食生活に関するコメント

やア ドバイスとともに結果を返却する作業は、非常に労力を要するものである。しかし、37

都道府県中29都道府県と多くの都道府県で個人の診断票が作成されている現状は、調査に携

わる実施主体、調査員がこれを重視していることの現れと考えられ、望ましい傾向であると

いえる。

b 調 査対象者への結果返却に関する今後の課題

このような望ましい傾向の中で、さらに今後の課題として、1)結果返却の予算化と体制づく

り、2)結果返却の早期化、3)身体測定 ・血圧測定 ・血液検査等の身体状況調査の結果と食物

摂取量調査の結果 (栄養素等及び食品摂取量)の 両方を加味した健康 ・栄養に関するア ドバ

イスの実施、があげられる。

1)予 算化と体制づくり

多くの地域で個人への結果返却 (個人診断票の作成)が 行われている現状ではあるが、栄

養調査の計画立案時においては、結果返却に関する予算化と体制づくりはあまり十分とはい

えず、場合によっては個々の調査員のボランティア的努力によつて成 り立っている場合もあ

るようである。調査の計画時に、調査に参加した個人への結果返却の体制づくりも考慮する

ようにしたい。

2)結 果返却の早期化

食物摂取量調査のデータ処理には非常に時間を要することから、結果の返却が調査の実施

時点から非常に遅れることがしばしば起こりえる。これは 1)を整備することによって、ある

程度短縮が可能と考えられる。
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3)身 体状況調査と食物摂取量調査に基づいた総合的ア ドバイスの実施

現状では、身体状況調査の結果と食物摂取量調査の結果は別々に返却され、調査対象者ヘ

の健康 ・食生活ア ドバイスに総合的に活用されることは少ないようである。これは、食物摂

取量調査のデータ処理に時間を要するため、この結果の返却が身体状況調査結果の返却から

遅れるということにも起因しているようである。また、一方、地域保健の場で、総合的ア ド

バイスを担う人材が、地域栄養調査等の大規模調査の結果返却に対応 しうる十分数、養成さ

れていない、という状況も指摘されている。 1日 という限定された食物摂取量調査の結果で

はあるが、身体状況調査の結果とともに、調査対象者の健康増進に活用していきたい。

以上、2)、3)の課題解決のためにも、まず 1)の体制づくりが必要である。地域で国民健康 ・

栄養調査方式の調査を行つて、その結果を個人個人に返却し、健康 ・食生活に関するア ドバ

イスを行っていくこと自体が、地域保健活動の一環となり、地域住民の健康 ・食生活の向上

につながっていくという視点も必要だろう。

c参 加地区への結果返却について

地区別の集計結果を参加地区へ返すことについては、地区別集計結果が当該地区の地域保健

活動に活用できるという長所と、地区別集計を意図していないサンプリングによつて得られ

たデータを集計した地区別結果の解釈には慎重さを要する、という短所の両方を考慮して対

応する必要がある。集計結果の限界を考慮しつつ、必要に応 じて参加地区別に集計を行い、

結果を返却する、というのが妥当であると考えられる。

―
Ｉ
Ｌ
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おわりに  _そ してこれがはじまりです一

法律に基づき毎年行われる国民健康 ・栄養調査、そして多くの場合、国の調査と関連して

定期的あるいは不定期に行われる都道府県等の (健康 ・)栄 養調査。このような仕組みがつ

くられ、実施されていることは、私たちが世界に対して大いに誇れることです。WHOや F

A① 等の会議などで、国民栄養調査のこれまでの経緯や現在進行しつつあるいろいろな取組

を紹介すると、各国から驚きの声とともに、質問の集中砲火をあびることになります。「どう

やつて、毎年、全国をカバーしながら、多くの人数を対象として複雑な栄養調査を行 うこと

ができるのか?」 と。

例えば、アメリカには全国健康 ・栄養調査という厚生省が行 う調査があります。これは 1

0年 に 1度の調査で、4台 の トレーラーでキャラバンを組んだ調査隊が、全国を巡回しなが

ら調査を行います。そこでは、詳細なマニュアルが用意され、たいへん厳密な精度管理が行

われています。それに対して、日本では、国の調査でも、都道府県の調査でも、多くの場所

で、多くの施設が調査を行います。そして、調査に従事する人といつたら、ものすごい人数

になるでしょう。そこで気になることは、調査に従事するたくさんの人たちが、同じ方法で、

同じくらいの注意深さをもつて調査を行つているか ? す なわち、このマニュアルの大きな

目的となっている
“
標準化
" と
いうことです。せつかく行 う調査ですから、このことについ

てさらに、
“
進化
"さ
せたいと常々考えていました。

国民健康 ・栄養調査は、2003年 (平成 15年 )よ り、健康増進法に基づく新しい調査とな

りました。その中で、
“
栄養摂取状況調査

ル
(本マニュアルでいうと 「食物摂取量調査」)に つ

いては、食品成分表の切り替わりに際して、調査手法の
“
標準化
"を
目指して様々な検討を

行いました。それが、現在の 「国民健康 ・栄養調査 食 品番号表」に結実しています。この

ときの検討や作業のため、2000年 12月 のクリスマスの日に、静岡県伊東市でまる2日 間の

集中会議 (“合宿
")を
行いました。そして、今回のこのマニュアルのために、熱海市、三島

市と計 3度 の合宿を経て、今、「やっとここまで来たな ・・・」という気持ちです。

しかし、これは
“
おわリ
ル
ではなく、

“
はじまリ

ル
です。

このマニュアルを活用して、皆でこれからより良い調査を目指 して勉強し、考え、さらに

老、要なものをつくりあげていきましょう。その中で、このマニュアル自体も “進化
"さ
せて

いく必要があるでしょう。そして、何よりも、大切なことは、調査により得られたデータを、

「健康日本 21」 をはじめとする、国や地域の健康づくりや栄養 ・食生活プログラムにどの

ように生かして行くかということです。研究班は平成 15年 度をもつて終了しますが、平成

16年度以降も、研究班などの先生方のお力添えをいただきながら、国立健康 ・栄養研究所で

継続的に、皆様に関連の情報や研修の機会などを提供して行きたいと考えています。今度は、

さし当たり
“
合宿研修

"で
しょうか。

これからも、皆様のご理解とご支援をいただきつつ、ともに前進していきたいと思います。

(2004年 3月  国 立健康 ・栄養研究所 吉 池信男)
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